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（加藤鉄也 環境政策課長） 

みなさまこんにちは。環境政策課長の

加藤でございます。会議に先立ち、一点

お知らせいたします。 
本日は新型コロナウイルス感染症対

策として、会場とオンラインを併用し

た会議となっております。ご発言は、な

るべくゆっくり、はっきりを意識して

いただきますようご協力をお願いしま

す。 

審査を進めるにあたり、オンライン

でご参加の委員の方がご意見、ご質問

のある場合は、画面に向かってわかる

よう合図をお願いいたします。会場参

加の委員の方は挙手いただき、事務局

が確認し、進行いただく会長にお知ら

せします。 

それでは、倉阪会長、お願いします。 

（倉阪秀史 会長） 

本日は雪も重なり、ほとんどの方がオ

ンライン参加の会議となっています。足

立区は、一般の方が応募いただくユニー

クな制度として環境基金を運用していま

す。今回は、かなり多くの方から手が上

がってきたということで頼もしく思って

いるところでございます。委員の皆様、

公平公正な審査をお願いします。 

 本日は、委員定数９人のところ、９人

全員出席しておりますので、会議が成立

していることを報告いたします。また、

本日の議事録署名人については、ただ委

員といいくら委員を指名いたします。 

よろしいでしょうか。 

続いて次第の３、資料の確認、会議公

開規定の取扱いについて事務局からお願

いします。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

それでは、配布資料を確認します。事

前に郵送、またはメールでデータをお送

りした資料として、本日の次第、委員名

簿、環境基金助成申請一覧、申請書類８

団体分、評価の考え方と採択の基準

（案）、評価シート８枚がございます。 

また、今回の基金助成の申請につき

まして、先にお伝えしておく事項がご

ざいます。 

事前にお送りした資料では審査いた

だく案件を№１から８でご案内してい

ますが、実際の申請件数は３０件ござ

います。お送りしている申請書類の受

付番号８は、関三通り商店街からの申

請に係るものですが、こちらは、まった

く同じ内容で関三通りを含め２３か所

の商店街から別個に申請がなされてお

り、申請額もそれぞれ２０万円となっ

ております。同一内容のため審査案件

としては１件として示しておりますが、

審査結果は、２３か所の商店街に同じ

内容で通知することとなります。 

また、受付番号６と７は同じ案件名

で活動内容も似通っておりますが、同

じ系列の別会社からの申請となってお

ります。こちらも意見交換等は合わせ

て行っていただいてよろしいかと思い

ます。 

続いて会議公開規定の取扱いについて

ですが、足立区環境基本条例の規定によ

り、「審査会の会議は公開とするが、議

決があったときは、非公開とすることが

できる。」となっております。委員の皆

様の就任時に、申請内容を評価、審査す

ることは、公開になじまないことや、公

開することで申請者が傍聴する可能性も

出てきてしまうということから、申請者

の質疑の部分は公開し、審査に関する部

分は非公開とすることを決定されており

ます。今回の審査会においても引き続き



審査は非公開とさせていただくというこ

とでよろしいかのご確認をいただきたく

思います。 

（倉阪秀史 会長） 

ただいま事務局から説明があったとお

り、本審査会は議決により非公開とする

ことができます。 

これまでどおり申請者の報告や申請者

との質疑応答までは公開し、その後の審

査は非公開にしたほうがよいと考えます

が、よろしいでしょうか。 

（意見集約）  

それでは、審査の部分は非公開とする

こととします。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

ありがとうございます。 

事務局からは以上です。  

（倉阪秀史 会長） 

それでは続いて次第の４、審議の諮問

について、事務局からお願いします。 

（須藤純二 環境部長） 

環境部長の須藤です。足立区長から諮

問書が出ていますので朗読いたします。 

（諮問書 朗読） 

よろしくお願いいたします。 

（倉阪秀史 会長） 

ただいま区長から諮問をいただきまし

た。本日は３０件の申請について審査し

ますが、さきほど、事務局からご説明が

ありましたとおり、まとめて審査するも

のがあるということでございます。 

それでは次第の５、評価の考え方と採

択の基準について、事務局から説明をお

願いします。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

それではまず、本日の評価方法につい

て説明いたします。評価の考え方と採択

の基準（案）をご覧ください。 

申請は一般助成とファーストステップ

助成に分かれます。受付番号の１、２が

一般助成、３以降がファーストステップ

でございます。一般助成は、この後でプ

レゼンテーションと質疑がございます。

ファーストステップは書類のみでの審査

となります。 

一般助成は、先進性部門、環境負荷の

低減部門があり、それぞれの評価ポイン

トを記載しましたので、ご覧ください。 

次に評価シートをご覧ください。申請

者ごとに１枚ずつのシートがあります。

全８項目を５から０までの６段階で評価

しますので、各項目の評価欄に数字をご

記載ください。オンラインで参加の方は

プルダウンでご選択ください。 

評価項目のうち６項目は共通で、２項

目は部門ごとに異なります。 

評価コメント欄には、活動内容と活動

経費の視点から、評価する、あるいは評

価しない理由、疑問点や条件を付けたい

ことなどのコメントをご記入、ご入力く

ださい。採択・不採択をご検討いただく

際に使用します。 

次に採択について説明いたします。 

集計作業終了後、評価の集計結果とコ

メントを画面上に公開します。その結果

を踏まえ、各申請について１件ずつご確

認、協議いただき、採択・不採択を決定

していただきます。 

採択の目安は全委員の合計が、６割以

上、つまり平均３以上の評価とします

が、例えば５割以下の点数を付けた委員

がいる場合など、評価にばらつきがある

場合は協議のうえ採択、不採択を決定い

ただきます。また、活動の一部のみ認め

る、助成金の使途を限定するなどの条件

を付けるときは、皆様のコメントなどを

考慮して、協議のうえ決定いただきたい



と思います。 

中には、審査が難しいこともあるか

もしれませんが、公費を使っての助成

でございます。専門家、区議会議員、区

民それぞれのお立場、視点での審査を

お願いいたします。 

以上、事務局案について説明いたし

ました。 

事務局からは以上です。 

（倉阪秀史 会長） 

ありがとうございました。 

それでは、簡単に整理いたします。 

活動内容を５点から０点までの６段階

で評価する。特に意見があれば、自由記

述欄に記入する。 

集計の結果、採択の目安は全委員の合

計が６割以上。平均３以上が採択の目安

です。ただ、機械的に平均を出すのでは

なく採点のバラつきがあった場合は、委

員間での協議によって採択するというこ

とでございます。条件を付す場合、自由

記述欄にご記入いただければ幸いです。 

評価、採択について、ご意見やご質問

はございますか。 

商店街については、関三通り商店街が

出ていますが、地域に特有のコメントは

付けません。すべての商店街に共通の一

般的なコメントは触れていただいても構

わないということです。 

事務局に確認ですが、№６と７は同じ

系列の別企業の申請になっているという

ことですが、別評価でよろしいでしょう

か。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

 別の評価でお願いします。 

（倉阪秀史 会長） 

わかりました。シートは８種類書いて

いただくことになります。 

それでは、評価と採択の基準は、事務

局案のとおりでよろしいでしょうか。 

（異議なし） 

ありがとうございました。 

審査に移る前に一点確認をいたしま

す。委員の皆様の中に、本日の申請者と

利害関係のある方がいらっしゃいました

ら、挙手をお願いします。 

（挙手なし） 

利害関係者なしと確認しました。 

それでは、次第の６、一般助成申請者

のプレゼンテーションに移りますので事

務局は申請者の入室案内をお願いしま

す。 

＜申請者入室＞ 

（倉阪秀史 会長） 

申請内容について、８分程度でご説明

をお願いします。２分前と、８分たった

ところで事務局から合図します。その

後、約１０分の質疑応答を予定していま

す。それでは開始してください。 

（進栄化成株式会社 進藤浩 氏） 

進栄化成株式会社でございます。資料

を共有いたします。 

私共はペットボトルキャップを由来と

したトイレタリー容器原料の製造という

ことで申請をしています。ペットボトル

キャップをリサイクルし、ペレットとい

う細かい粒を作って販売している会社で

す。ペレットをトイレタリー容器の原料

にする活動に取り組んでいます。 

まず、会社の説明をさせていただきま

す。１９７０年に足立区梅田で創業し

て、プラスチックのリサイクルに取り組

んでいます。プラスチックを粉砕して、

熱をかけて溶融し、冷やして固まったも

のがペレットというものになります。 

その中で、ペットボトルキャップを原

料の一つとして開発をはじめています。



ペットボトルキャップのリサイクルに取

り組んだのは、２００９年です。ペット

ボトルキャップを集めてワクチンにする

事業にも取り組んでいます。 

ほとんどの自治体は、ペットボトルの

本体は回収していますが、キャップとラ

ベルはごみとして捨ててくださいと指導

しています。しかし、捨ててしまうのは

もったいないということで、身近にある

廃プラスチックをリサイクルするエコキ

ャップ運動に共感して、関東一円をトラ

ックで回り、月２５０トン程のペットボ

トルキャップを回収してリサイクルして

います。 

リサイクルして作ったペレットは、現

在は、冷蔵庫の一部や自動車のアンダー

カバーに使われています。リサイクルし

たプラスチックは、消費者の目に届かな

いところに使われているケースが多いで

す。 

今回、大手のトイレタリーメーカーが

環境問題に取り組む中で、リサイクルし

たペレットを積極的に使いたいというこ

とで、２年程前から開発に取り組んでい

ます。ペットボトルキャプであれば量も

十分あり、プラスチックの原料もわかり

やすく一番優れているということで、キ

ャップを由来とした容器の開発に取り組

んでいます。 

トイレタリー容器の条件としては、一

度に大量の製品を供給しないといけない

ため、大型のリサイクル機械が必要にな

ります。また、同じ品質のものをつくら

ないといけないため、大型の混合機を導

入し、一度に大量に混ぜることで安定し

た製品を供給することができます。 

区への貢献として、２０１４年からご

み減量推進課と協力して、足立区の小中

学校を回り、ペットボトルのリサイクル

やごみ処理方法などの環境学習の出前授

業をしています。その中で、リサイクル

してできた製品が、手に取ることができ

るシャンプーボトルなどにも生まれ変わ

るということを紹介することによって、

皆様のリサイクルの意識が高まるのでは

ないか。また、プレスリリースし、リサ

イクルが世の中に広く貢献できていると

いうことを示すことによって、リサイク

ルの取組や関心が高まるのではないかと

考えています。以上です。 

（倉阪秀史 会長） 

ありがとうございました。このあと 

１０分程度で質疑応答といたします。 

（市川おさと 委員） 

区議会の市川と申します。立派な事業

でなるほどと思いました。一方で、ペッ

トボトル飲料を消費するというよりも、

マイボトルを使用する流れがあります

が、ペットボトルの生産や供給は増えて

いるのでしょうか。 

（進栄化成株式会社 進藤浩 氏） 

飲料全体でいうと、ボトルの製造量

は、ここ２年で若干減っていると聞いて

います。ただ、すべての飲料がマイボト

ルとはならないので、脱プラであるのと

同時に、出てきたプラスチックはリサイ

クルする必要があると考えています。 

（ただ太郎 委員） 

ただでございます。ご説明ありがとう

ございました。申請金額が１千万です

が、新しい機械を購入したあとに、月１

５０トンの製造が可能ということでよろ

しいでしょうか。 

（進栄化成株式会社 進藤浩 氏） 

そうです。 

（ただ太郎 委員） 



毎月２５０トンほどキャップを集めて

いますが、集めたものの余りはどのよう

に対応されますか。 

（進栄化成株式会社 進藤浩 氏） 

従来どおり家電や自動車の原料として

使用します。大部分はトイレタリー容器

に使用し、余った部分は既存のものに使

用します。 

（ただ太郎 委員） 

いままで以上に、リサイクルの推進に

図られるということでしょうか。 

（進栄化成株式会社 進藤浩 氏） 

リサイクルしたプラスチックが、目に

見える製品として開発をするということ

が今回の申請です。 

（ただ太郎 委員） 

小学校における出前講座もＳＤＧｓの

観点からも素晴らしいと感じました。あ

りがとうございました。 

（倉阪秀史 会長） 

ペットボトルの回収については、関東

一円で引き受けていらっしゃって意義の

ある活動だと思います。 

まず、ペットボトルキャップの回収に

協力している人に知ってもらうため、足

立区の環境基金で助成を受けた活動であ

ることを、ホームページで書いていただ

きたいのが一点。足立区の区内の環境出

前講座について、どの程度やられるのか

を具体的にしてもらいたいというのが二

点目です。 

（進栄化成株式会社 進藤浩 氏） 

出前講座は、足立区のごみ減量推進課

の主体でやっています。希望する学校に

赴いているため、具体的な件数は増やす

ことは難しいですが、積極的にアピール

していきたいです。 

（倉阪秀史 会長） 

過去何件くらいありましたか。 

（進栄化成株式会社 進藤浩 氏） 

４校から６校くらいです。 

（いいくら昭二 委員） 

区議会議員のいいくらです。私もペッ

トボトルキャップの回収をしていますの

で、今後もよろしくお願いしたいと思い

ます。 

コロナ禍で、部品の納入が間に合わな

いという話がありますが、収支予算書ど

おりいかない場合、どのような対応を考

えていますか。 

（進栄化成株式会社 進藤浩 氏） 

見積もりよりも上がった場合は、足り

ない部分は銀行から借入等をして、この

事業は完遂させるつもりです。 

（畠中エルザ 委員） 

プレゼンありがとうございました。ホ

ームページを拝見させていただきまし

て、見える化という点について、ごみ箱

やボールペンに加えて、トイレタリー容

器を追加することがポイントなのでしょ

うか。 

（進栄化成株式会社 進藤浩 氏） 

ボールペンやプランターは、実際には

販売につながっていません。ボールペン

は事業自体がなくなっています。 

トイレタリー容器は、手に届くという

ことが間違いない商品で、PRできると

思います。 

（倉阪秀史 会長） 

 他はいかがでしょうか。なければ、以

上とさせていただきます。申請者は退出

をお願いします。 

＜申請者退出＞ 

それでは、事務局は次の申請者の入室

案内をお願いします。 

＜申請者入室＞ 



（倉阪秀史 会長） 

申請内容について、８分程度でご説明

をお願いします。２分前と、８分たった

ところで事務局から合図します。その

後、約１０分の質疑応答を予定していま

す。それでは開始してください。 

（株式会社谷口 新氏） 

 株式会社谷口の新と申します。もう一

名小川が同席しています。よろしくお願

いいたします。 

申請書に書かせていただきましたが、

昭和１０年千住の中居町で酒販店をはじ

めて約９０年になります。足立区が中心

で、東京２３区、埼玉県、千葉県、神奈

川県一部で、酒販を専門として商いを行

っております。部門を大きく分けると、

小売りと卸と飲食店の直営店がありまし

て、今回は、飲食店に商品を卸す部分の

改善をしたいと考えています。 

全国で飲食店は、２６兆２千億円の売

り上げがあり、直近はコロナの影響で 

１８兆２千億円まで下がっていますが、

店舗数は全国で１４５万件、東京都で 

１９万件くらいで、シェアが東京都で 

１３％くらい、東京都の飲食店が多く、

かなり大きなマーケットになっていま

す。足立区の具体的な数字はありません

が、東京都に飲食店が多く集まってお

り、お酒・食品も含め商いを営んでおり

ます。 

 大きな問題の一つに、同業他社が同じ

場所に同じ商品を運んでいるという状況

があります。我々は、指導が勝手にでき

ませんので、お客様のご都合に合わせて

運ぶしかありません。 

どういうことかといいますと、配送先

は、知り合いの飲食店からご紹介いただ

いてつながっていきます。例えば、Ａと

いう飲食店が足立区に出店して、次に北

区に出店したいというときに、本来は北

区の酒販店もありますが、自然に紐づい

ていってします。そのため、エリア外に

行かざるをえないということが多岐にわ

たり生じております。 

本来なら近い店が運んでいくのが最善

ですが、長い歴史と業界の中で、同業他

社にお客様をお願いすることができにく

いというところが本音です。 

とは言え、これでは非効率で生産性が

悪くなりますが、なかなか本音を話す、

自分の手の内を話すということができま

せん。でも、腹を割って話すと、「本当

は…。」ということがあります。それを

改善ができないかということで、環境の

部分も含めて取り組んでいきたいと思っ

ています。 

一つは、車両の部分、同じ先に行くの

であれば、まとめて運べば車の台数を減

らせ、交通事故も減少できるのではない

かと思います。CO2の排出も最小限に抑

えられ、生産性と効率を上げるための策

を取っていこうということです。 

酒販店ごとに、基幹のベースを自社で

カスタマイズしたオリジナルのシステム

で走っていまして、トンネル開通をする

のが難しいですが、まとめ上げて吐き出

すことで、共同配送を構築していきたい

と考えております。これは、物流の部分

で一番の重いところかなと考えていま

す。  

一つは、電気自動車の話が上がりまし

て、三菱でもキャンターというトラック

がありますが、通常のディーゼル車より

も価格が倍以上です。助成金で今後紐づ

いていただければ、車両の入れ替えも行

っていきたいと思っています。 



宅配の不在通知も大きな問題になって

いまして、再配送はかなりのロスで、

CO2も過剰に排出してしまう。置き配が

クローズアップされていますが、新たな

物流体制・配送体制を構築していきなが

ら、ドライバー不足もありますので、今

が追い風と捉えまして、継続的に活動を

いち早く進めて改善の成果を上げたいと

考えております。 

以上です。ご清聴ありがとうございま

した。 

（倉阪秀史 会長） 

ありがとうございました。ご質問があ

る方はいらっしゃいますか。 

では、私から質問します。 

同業他社の方にどの程度広げることが

できるかによって、環境効果が大きく変

わると思いますが、状況はいかがでしょ

うか。 

（株式会社谷口 新氏） 

３社は具体的に話をしています。ま

た、業界の全国酒類業界の集まりの卸を

やっている大手数社に話をしていて、本

格化するためにはなにが必要かというこ

とについて、例えば、お客様情報やどう

いった商品を運んでいるのか、月額どの

くらいで発注がくるのか等、具体的にな

ったときにはじめて開示になると思いま

すが、いっしょに取り組みましょうとの

返事はいただいています。具体的な契約

はこれからとなります。 

（倉阪秀史 会長） 

他にいかがですか。 

（森下秀重 委員） 

物流の効率化となれば、人件費の削減

に関わってくると思いますが、環境効果

だけではなく経済効果はどのくらいです

か。 

（株式会社谷口 新氏） 

システムが構築できれば、経費削減に

つながります。さらに、シャアを拡大し

て拠点を増やしていきます。 

（倉阪秀史 会長） 

同業他社の費用負担はどのくらいでし

ょうか。 

（株式会社谷口 新氏） 

システム開発費が２千～２千５百万く

らいですので、システム使用料は売り上

げに応じた金額とする予定です。 

（倉阪秀史 会長） 

同業他社の中には、運送は別の会社で

実施している等もあると思いますが、他

社との情報共有は行っていますか。 

（株式会社谷口 新氏） 

スキームの説明はしています。 

（畦上慎司 委員） 

区民の目線から申し上げますと、環境

への貢献は目に見えにくい部分なので、

区民への周知やアピールの強化をしてほ

しいと思います。 

（株式会社谷口 新氏） 

地域に根付いた方法で周知していきま

す。 

（倉阪秀史 会長） 

他に質問がなければ、これで終わりに

します。申請者は退出してください。あ

りがとうございました。 

＜申請者退出＞ 

（倉阪秀史 会長） 

 続いて、委員の皆様で意見交換をし、

そのうえで、評価していただきたいと思

います。 

【評価については非公開】 

（倉阪秀史 会長） 

 それでは、採択・不採択を取りまとめ

ます。 



 受付番号１・ペットボトルキャップを

由来としたトイレタリー容器原料の製造

は採択、２・CO2の排出削減と交通渋滞

の緩和や交通事故の減少プロジェクトは

不採択、３・プラスチックフリー農産物

販売の実践と環境意識の醸成は採択、

４・#千住暮らし まちめぐりは採択、

５・小学生の環境意識向上と地域団体と

連携した活動への展開は採択、６・区内

清掃挨拶活動は不採択、７・区内清掃挨

拶活動は不採択、８・商店街全体の環境

意識向上と地域と連携した活動への展開

は採択となります。 

 委員の皆様、ありがとうございまし

た。これで本日の審査は終了いたしま

す。審査結果は、事務局を通じて、区長

に答申いたします。答申書については、

時間の都合もありますので、会長に一任

いただく形で、よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

それでは、私の方で答申書を取りまと

めます。最後に委員の皆様から何かござ

いますか。 

ないようですので、事務局から事務連

絡をお願いします。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

 長時間にわたり、ご審議いただき、あ

りがとうございました。事務局からのお

知らせです。 

次回の環境基金審査会ですが、第二期

の申請についての審査会は調整中でござ

います。決まりましたらご案内させてい

ただきます。 

事務局からは以上です。 

（倉阪秀史 会長） 

ありがとうございました。進行に若干

不手際がありまして、予定の時間を超過

してしまい、失礼いたしました。 

これをもちまして、環境基金審査会を

閉会します。ありがとうございました。 

 

以上 

 




